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計 画策定の趣旨

▼生涯のうち日本人は２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで亡くなっている。特に、1981年以

降、日本における死亡原因の１位はがんで、年間に約3８万人が亡くなっている。

▼本区においても、がんは死亡原因の第１位となっており、令和４年には、698人の区民ががんで亡く

なっている。

▼がんは加齢に伴い、発症リスクが高まるため、23区の中でも高齢化率の高い本区においては、ますま

すがん患者数の増加が見込まれることから、これまで以上に、がん対策の充実・強化が求められている。

▼国は『がん対策推進基本計画（第３期）』の見直しを行い、令和５年３月に『がん対策推進基本計画

（第４期）』を策定するとともに、東京都においても令和６年３月に『東京都がん対策推進計画』の第

３次改定を予定しているところである。

▼区は、令和６年度が最終年度となる『墨田区がん対策推進計画』の成果やがん対策の課題を把握する

ため、令和５年12月「がんに関する区民意識調査」を実施した。この調査結果及び国・都の計画を踏ま

え、新たな『墨田区がん対策推進計画』の策定を行う。

計 画の位置づけ

本計画は、『がん対策基本法』、『がん対策推進基本計画（第３期）』、『東京都がん対策推進計画』

はもちろん、区の『すみだ健康づくり総合計画』などの関連計画との整合を図る。

計 画期間

令和７（2025）年４月から令和13（2031）年３月までの６年間
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